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　表紙の写真は，ガスシールドアーク溶接における溶滴移行現象の高速度カメラ画像（一部画像処理あり）と溶接の
自動化・高能率化に貢献するアーク溶接ロボットを示しています。当社では，最新の機器も駆使しながら，新しい溶
接・接合技術の開発を目指すとともに，溶接材料・ロボット・電源・装置など，さまざまな技術を組合せて顧客のニ
ーズに応える「溶接ソリューション開発」への取組を行っています。
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溶接の材料，システムおよびプロセスにおける当社の技術開発
Kobe Steel Research and Development in Welding Consumables, Robotic 
Welding System and Welding Process
　アークなどの熱源を用いた溶接・接合技術は造船，橋梁，建機，鉄骨，海洋構造物，輸送機，ボイラおよびリアク
タなどの鋼構造物を造るために必要不可欠な技術です。当社はアーク溶接を中心に炭素鋼，低合金鋼，高合金鋼の溶
接・接合技術を開発しています。本号では，それらの最新技術をご紹介いたします。
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本誌に記載している会社名・製品名などは，それぞれの会社が登録商標もしくは商標として使用している場合があります。
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　図２は，０.２％耐力５００MPa級鋼用被覆アーク溶接棒「TRUSTARCTM 
LB-６７LJ」で作製した溶接金属のミクロ組織です。被覆材塩基度とSi
量の調整により，溶接金属中酸素量は約１６０ppmと低位に抑えられ，
非常に微細な組織となっています（左）。TEM観察（右）より，酸化
物（図中矢印）を起点としてアシキュラーフェライトが生成されてい
るのがわかります。酸化物制御による組織微細化により，高強度にも
かかわらず－４０℃程度までの良好なCTOD性能が得られています。
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図２ LB-67LJの溶接金属におけるミクロ組織
Fig. 2 Microstructure of weld metal with 

LB-67LJ 

　図１は，亜鉛めっき鋼板の溶接における気孔形成現象を高輝度Ｘ線
イメージング装置にて高速度透視撮影した際の静止画の一例です。実
際には、溶融池内へ侵入した亜鉛ガスが，板重ね部を起点に気孔欠陥
（ブローホール）として成長していく様子を鮮明な動画で観察するこ
とができます。本装置を活用することによって，気孔発生現象に及ぼ
すワイヤ組成，ガス組成，電流波形の影響を明らかにし，新亜鉛めっき
鋼板用溶接プロセスJ-SolutionTM Znが開発されました。（大阪大学接合
科学研究所との共同研究）
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図１ 高輝度X線イメージング装置によるブロ
ーホール発生現象の可視化

Fig. 1 Blowhole formation phenomenon 
observed using high-intensity X-ray 
imaging apparatus

　図３は，ロボットマニピュレータの構成部材であるアルミ合金製ア
ームを強度（FEM）解析した結果です。まずロボットの動作シミュ
レーションにより，アーム先端にかかる加速度・荷重を求めます。次
に得られた荷重条件を３次元モデルに付加し，FEM解析をすること
で局部的に発生する応力を求めます。アルミ合金の許容応力を超え
ないよう形状設計と解析を繰り返すことで，軽量かつ強度的に優れた
アームを実現しています。
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図３ アルミ合金製ロボットアームのFEM解析
結果

Fig. 3 Results of FEM analysis of aluminum- 
alloy robot arm


